
第５学年 社会科学習指導案 
 日 時 2008年10月23日(木)第２校時 

 指導者 教育センター所員 冨永 和重 
１ 単元名  日本の工業の特色 

 

２ 単元について 

○ 工業は，原材料を加工し，その形や性質を変えて生活や産業に役立つ製品をつくり出す産業であ

る。日本は，世界的に見て高い技術力と生産力をもっており，世界有数の工業生産国となっている。

工業に従事する人数も多く，約800万人が直接工業に携わる仕事をしている。 
工業生産に必要な原材料については，そのほとんどを海外からの輸入にたよっており，加工した

製品を海外に輸出している。そのため，これまでの工業地域は太平洋ベルトと呼ばれる関東地方南

部から九州地方北部の海沿いに発達してきた。近年は，製品の小型化や交通網の整備などにより，

工業地域は海沿いから内陸部へもその広がりを見せている。また，最近では，日本の貿易黒字に対

する貿易摩擦の解消や，アジア近隣諸国などでの安価な労働力を求めて，日本企業が海外の工場で

生産するという現地生産も増加している。さらには，日本企業により海外で生産された製品が，逆

に日本国内に輸入されるという「逆輸入」も年々増加している。今や逆輸入が輸入総額の15％を超

えているという現状があり，日本の工業の特色として，現地生産の増加というものも無視できない

ものとなっている。 
このような我が国の工業の特色をとらえさせ，今後の発展を考えさせていくことは，我が国の工

業生産が国民生活に大きな影響を与えていることに気付かせることにつながり，さらには，これか

らの社会の在り方について考えを深めさせていくという意味で意義あることと考える。 
○ 児童は様々な工業製品に囲まれて生活しているものの，児童の生活する校区に幾つもの工場が在

る訳でもなく，工業に対する関心は高くはない。 
  資料の活用に関しては，資料から直接分かる事実を読み取ること，読み取った事実から考えるこ

との２段階で指導を受けている。事実の読み取りはほとんどの児童ができるようになってきている

が，読み取った事実を基に考えることに関しては，まだまだ指導の余地がある。 
  文章表現に関しては，能力差が大きく，抵抗なく取り組める児童も多い半面，指導を要する児童

も多い。人前で自分の考えを話すことに関しては，５年生という発達段階もあり，抵抗をもつ児童

が増えてきている。 
学習のスタイルとして，１学期に討論意思決定型の学習の経験がある。水産業の学習で，｢これか

らは外国からの水産物の輸入をやめるべきである｣というテーマで意見を交わした。資料は教師側

が与え，それを基に主張をつくり，意欲的に考えを述べ合う姿が見られた。討論後の判断の場面で

は，討論の流れを生かして判断をしようとする意識は見られたが，討論全体を振り返り，公正に判

断することに関しては，指導の余地が残っている。 
○ 指導に当たっては，日本の工業の特色をとらえる学習を，児童の意識の連続性を大切にした単元

として構成する。 
  まず，世界的に見て日本の工業生産量の多さに気付かせたり，具体的な日本製品の優秀性を知ら

せたりして，日本の工業力の高さをとらえさせ，日本の工業について関心をもたせる。その後，日

本は，どのような製品をどこでつくっているのかを，統計資料や地図を基に調べさせ，日本の工業

の特色をとらえさせる。また，工業地域等の分布から疑問を導き，「なぜ海沿いに集まっているのか」

「なぜ内陸にはIC工場等があるのか」等を交通網や貿易との関わりからその立地条件に気付かせて

いく。さらに，日本企業の製品なのに外国製の品物，つまり，逆輸入された品物が身近にあること



に気付かせ，近年増加傾向にある現地生産について調べさせる。そして，この現地生産が今後増加

するとどうなるかを考えさせ，今後も更にすすめるべきか，これ以上は控えるべきかを判断させる。 
 

３ 思考力育成の指導の視点 

思考するということは，複数の情報をいろいろに関係付け，新たな関係をつくり出すことととら

える。そこで，思考力を育成するために以下の３点に指導の視点をおく。 
【視点①】 資料を活用することを通して思考力を高める   
本単元は統計資料や地図等に触れる機会が多い。そこで，資

料から事実を読み取り，複数の事実を比較・関連・総合的な見

方をさせる。このことにより，複数の事実の間にはどのような

関係があるのか意味付けさせたり，どのような特色があるのか

をつかませたりすることにつながる。主に日本の工業の特色を

つかませる段階で，資料の活用から思考力を高めていきたい。 
【視点②】 表現することを通して思考力を高める      
調べたことや考えたことを他者に伝える，つまり表現するこ

とは，自分の中に蓄えられた情報を関係付けて表出することに

なる。そこには多くの思考を要する。そこで，友達と意見を交

換すること，また，意見の交換により獲得した情報を基に考え

を再構成し，考えを文章にまとめることなど，表現することを

通して思考力を育成したい。より多くの情報を関連させること

も大切であるが，新たに関係付けられ抽象化されたものを，別

の具体的な例で演繹的に表現する際にも思考を要する。たくさ

んの事実を関連させているか，具体的な例に置き換えることが

できるかで思考力の高まりを見取っていきたい。 
【視点③】 公正に判断することを通して思考力を高める   

   児童は学習の中だけでなく，様々な場面で判断しながら生活

している。もちろん直感で判断することもあるが，じっくりと

考え判断することも大切である。そこで，本単元では，より公

正に判断できるように判断の仕方を指導する。 

判断を行う際，児童はメリットを比べて判断するであろう。

しかし，メリットは，実際にどの程度の割合でそうなるのかと

いう「量的なもの」と，そのメリットがどの程度重要(大切)な

ものなのかという「質的なもの」で構成されている。つまりメ

リットの「量」と「質」の両面から見ないと公正に判断するこ

とには繋がらない。 

そこで，まず，児童にメリットを「量」と「質」の２つに分

け，視覚的に見えるように評価させる。そして，評価した「量」

と「質」の両面から総合的に考えさせ，どちらの立場をとるべ

きか判断させる。このようにメリットを「量」と「質」の両面から評価し，公正に判断することを

通して，思考力を高めていきたい。 

 

 

 

事
実 

事
実 

比
較 

関
連 

総
合 

特色をつかむ 
関係を意味付ける 

自
分
の
考
え 

意見の交換 
表現 

新たな考え 

再
構
成 

友
達
の
考
え 

表
現 

立場Ａ 立場Ｂ 
判
断 

メ
リ
ッ
ト
が
ど
の

程
度
発
生
す
る
か 

メ
リ
ッ
ト

の
重
要
性 

量 

質 

メ
リ
ッ
ト
が
ど
の

程
度
発
生
す
る
か 

メ
リ
ッ
ト

の
重
要
性 

量 

質 
比
較 



４ 単元の総括目標 

我が国の工業の特色をとらえさせるとともに，我が国の企業による海外での現地生産の増加につい

て考えを深めさせ，これからの工業生産の在り方について自分なりの考えをもたせる。 
 

５ 単元の評価規準 

 

６ 単元の指導計画（全８時間） 

社会的事象への 
関心・意欲・態度 

社会的な思考・判断 
観察・資料活用の 
技能・表現 

社会的事象についての 
知識・理解 

○日本の工業生産に関

心をもち，日本の工

業の特色を調べよう

とする。 
○これからの日本の工

業生産の在り方につ

いて考えようとす

る。 

○我が国の工業の盛ん

な地域の立地条件を

考えることができ

る。 
○海外における現地生

産について広い視野

から検討し，自分な

りの考えをもつこと

ができる。 

○複数の資料を関連さ

せて読み取ることが

できる。 
○資料から読み取った

ことを基に自分の考

えをまとめ，文章に

表すことができる。 

○原料を輸入し製品を輸

出するという日本の工

業生産の特色が分かる。 
○日本の工業は太平洋ベ

ルトを中心に行われて

いるが，貿易や運輸も工

業生産に重要な役割を

果たしていることが分

かる。 

学習活動 教師の指導・支援 評価【評価方法】 時配 

１ 日本の工業生産のす

ばらしさを感じ取り，

学習問題をつくる。 

○ 日本の工業生産量の多さをつかませるた

め，資料を与え読み取らせる。 

○ 日本の工業が量だけでなく，品質の面で

も高く評価されていることに気付かせるた

め，｢痛くない注射針｣や「町工場で作られ

たロケットの先頭部品」などの例を提示す

る。 

 

日本の工業に関心を

もち，進んで学習に取

り組もうとする。 

［関・意・態］ 

【ワークシート】 

１ 

２ 日本の工場は，どの

ようなものをつくって

いるのか調べる。 

○ どのような種類の工業製品をつくってい

るのかつかませるために，生産額，工場数,

働く人数に関するグラフを与え読み取らせ

る。            【視点①】 

工業製品の種類を理

解する。 

［知識・理解］ 

【ワークシート】 

１ 

３ 工業の盛んな地域の

位置について調べる。 

○ 工業の盛んな地域が日本のどのあたりに

集中しているのかつかませるため，工業生

産額の高い都市を地図中に表させる。 

○ それぞれの工業地域・地帯及び太平洋ベ

ルトなどの用語を伝えると共に，その語源

を考えさせ定着を図る。  

工業の盛んな年を地

図中に表すことがで

きる。 

［技能・表現］ 

【行動観察】 

日本の工業の盛んな

地域を理解する。 

［知識・理解］ 

【ワークシート】 

１ 

日本の工業の特色を調べよう 



  ※【視点①】は，資料を活用することを通して思考力を高める手立て 

【視点②】は，表現することを通して思考力を高める手立て 

   【視点③】は，公正に判断することを通して思考力を高める手立て 

４ 工場が集まっている

ところはどのようなと

ころかを考え，工場の

立地条件をつかむ。 

 

○ それぞれの工業地域･地帯がどのような

製品をつくっているのかグラフから読み取

らせる。 

○ 海沿いや内陸に工業地域が形成される理

由を考えさせるため，工業製品の原料や製

品の行き先，また，高速道路や飛行場など

の分布図を提示する。    【視点①】 

海沿いや内陸に工業

の盛んな地域が形成

された理由を考える

ことができる。 

［思考・判断］ 

【発言】 

 

１ 

 

 

 

５ 海外での現地生産が

増えている事実を知

り，その影響を考える。 

 

  

○ 日本の工場が海外に進出している事実を

つかませるために，日本のメーカーなのに

外国産の表示がある製品を提示する。 

 

 

○ 海外での現地生産が増えている事実から

今後の影響を考え，今後も更にすすめるべ

きか,これ以上は控えるべきかを判断させ

る。            【視点②】 

現地生産の増加によ

ってどのような影響

が起こるのかを考え，

現地生産を今後も更

にすすめるべきか控

えるべきかを判断す

ることができる。 

［思考・判断］ 

【ワークシート・発言】 

１ 

６ 海外での現地生産を

更にすすめるべきか控

えるべきか討論を通し

て考える。 

○ 自分の立場に固執しないように機械的に

立場を分け，相手の立場を批判的に検討さ

せる。            【視点②】 

○ 資料に基づいた意見を短時間で考えるこ

とができるように，教師側でも討論の流れ

を予測し，必要と思われる資料を準備して

おく。 

現地生産を今後も更

にすすめるべきか,控

えるべきか，討論を通

して考えを深めるこ

とができる。 

［思考・判断］ 

【ワークシート】 

１ 

７ 海外での現地生産を

更にすすめるべきか控

えるべきか判断する。 

○ 討論の立場を離れ，両方の立場から検討

させる。 

○ 前時の討論を振り返り，それぞれのメリ

ットを「量」と「質」の両面から評価する。 

○ 評価したメリットの「量」と「質」を総

合的に考え,今後海外での現地生産を，更に

すすめるべきか控えるべきかを判断させ，

判断理由を書かせる。 

          【視点②】【視点③】 

現地生産を今後も更

にすすめるべきか控

えるべきかをメリッ

トの「量」と「質」の

両面から総合的に考

えて判断し，判断理由

に表すことができる。 

［思考・判断］ 

【ワークシート】 

１ 

本時 

８ 日本の工業の特色及

びこれからの日本の工

業の在り方について自

分の考えをまとめる。 

○ 単元全体を振り返らせ，キーワードとな

る言葉を出させる。そのキーワードを使い，

文章にまとめていかせる。 

【視点②】 

日本の工業の特色や

これからの工業の在

り方についてまとめ

ることができる。 

［思考・判断］ 

【ワークシート】 

１ 

海外での現地生産について考えよう 



７ 本時の目標 

 ○ 海外での現地生産を更にすすめるべきか，これ以上は控えるべきかを，メリットの「量」(どのく

らい起こりそうなのか)と「質」(どのくらい重要・大切なのか)の両面から総合的に考えて判断し，

判断理由に表すことができる。                    (社会的な思考・判断) 

８ 本時の展開（７／８） 

学習活動 教師の指導・支援 

１ 前時の学習を振り返り，学習問題をつか

む。 

 

 

２ 海外での現地生産を更にすすめること，

また，これ以上は控えること，それぞれに

より発生するメリットについて，前時の話

し合いを振り返りながら，評価する。 

  (１) メリットがどのくらい起こりそう

なのか(量)と，どの程度重要なのか

(質)を評価し，図に表す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

(２) なぜそのように評価したのか，そ

れぞれ理由を書く。 

  (３) 友達と評価を交流する。 

  (４) 自分の評価を見直す。 

３ メリットの評価を基に，どちらの立場を

とるべきか判断し，判断理由を書く。 
 【期待する判断理由の例】 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習を振り返る。 
 

○ 前時の討論の深まりを称賛するとともに，本時は立

場を離れ、公正に判断することを伝える。       

 

 

○ 「これからの社会のために」ということを意識させ

る。しかし，児童それぞれに，また，メリットそれぞ

れによってイメージする「社会」の範囲が違うと考え

られる。そこで，「これからの社会」のとらえ方につい

て児童と話し合う中で整理し，現地生産をすすめる側

は，国という枠組みは薄くなるが，世界を総合的に考

える社会，控える側は大きくとらえる前に国という枠

組みを大切にする社会というイメージをもたせる。 

○ 判断を行うためには「量的なもの」と,「質的なもの」

の両面から考えていく必要があることをとらえさせる

ために，例を提示する。 

○ 公正な判断を導くために，評価の仕方を指導する。 

○ メリットがどのくらい起こりそうなのかという「量」

と，メリットがどの程度重要(大切)なのかという「質」

を図に表わさせる。 

○ 評価理由を書かせる際，限られた時間ですべてを記

述させるのは困難と考える。そこで，特に顕著な評価

のものを中心に評価理由を記述させる。 

 
○ メリットの評価を基に判断を行わせ，判断理由は,
評価理由を基に考えさせる。 

○ 判断理由の説得力が増すように，なるべく日常生活

や他の社会的事象に置き換えた具体例を入れるよう

声掛けする。       【評価】(ワークシート) 
            

○ 数名に発表させ，内容面，表現面のよさを称賛し,
今後の学習に生かせるようにする。 

 
 
○ 以前に書いた判断理由と，本時に書いた判断理由を

比べさせ，自分の思考の深まりを実感させる。  

これからの社会のために， 
海外での現地生産をさらにすすめるべきか，これ以上はひかえるべきかを考え，判断しよう 

私は，これからの社会を考えると，今後も現

地生産をすすめた方がいいと思います。 
１つめの理由は，貿易に使うエネルギーが少

なくてすむので環境に優しいということです。

もちろん日本国内の働く場や技術を守ること

も大切だとは思いますが，地球全体のことを考

えないといけないと思います。例えば，机の上

だけ整理しても，部屋がちらかっていたら全体

的にちらかって見えるのと一緒です。 
２つめの理由は，‥ 
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９ 本時の評価 

評価規準 
現地生産を今後もすすめるべきか控えるべきかをメリットの「量」と「質」の両面か

ら総合的に考えて判断し，判断理由に表すことができる。 

Ａ Ｂ Ｃ 

評価基準 

→支援 

どちらの立場を支持する

か表明し，両方の立場から

の見方で，日常生活や他の

社会的事象に置き換えた

具体例を挙げながら判断

理由を書いている。 

どちらの立場を支持する

か表明し，両方の立場から

の見方で判断理由を書い

ている。 

→具体例を挙げるよう声 

掛けする。 

立場や判断理由を挙げるこ

とができずにいる。または，

一方の立場からのみの見方

で判断している。 

→個別指導し，学習を振り返 

らせ考えを整理させる。 

評価方法 ワークシート 

 


